
図書館事務室 製作のクラ

子育てのクラ

専門性のツボ

相談のクラ

田園眺望テラス

料理のクラ 風除室 閲覧のツボ

吹抜

平川市に古くから根付く「蔵」と「つぼ」をヒントに、多様な活動を受け止める自
由でワクワクする空間を提案します。
ここでいう「クラ」は食やクラフトなど専門領域が蓄積した空間として、利用者の
リクエストに応える機能や、新たに事業にチャレンジしたいスタートアップの人の
ための場所です。「ツボ」は「クラ」のまわりの書架や閲覧カウンター、自由に使
えるミーティングテーブルなどが並ぶ空間で構成され、人と人の出会いや、新しい
発想を生むための場所として計画しています。

１ くらしに寄り添う、新しい図書館のカタチについて

現代社会において図書館に求められるカタチは多様です。静かな読書空間や学習空
間といったこれまでの図書館像が求められる一方で、飲食や交流をしながら本のあ
る空間を楽しむ図書館や、コワーキングやインターネット利用など、より幅広い機
能も求められています。
1階では書架の高さを抑えて視線の通りがよい広々とした開架とする一方、書架の
間にテーマを設けた「クラ」を設置してテーマ配架やチャレンジショップとの連携
がある賑やかな空間とします。近接するカフェでコーヒーを買って飲みながら読書
を楽しんだり、平川市庁舎の「ひらかわらうんじ」のような広々とした空間にミー
ティングテーブルがある自由空間です。市民の幅広い利用目的に応えるために、静
かに読書や学習するためのサイレントルームを3階議場跡を活用して整備します。
ここは企画に応じて上映会や講演会など様々な用途に使える空間とします。

２ ひと・もの・ことが交差する、ワクワクの時間について ３ 未来につなげる、チャレンジの場について

自由な発想で企画するイベントやプログラムと、それを実現する多様でおおらかな
空間をつくります。各所に配置される”クラ”はシェアキッチンなど専門性の高いも
のと雑貨販売などの汎用性のあるものを設定し、時間入れ替えや季節入れ替えなど
イベントやプログラムに合わせた運用を行うことができます。
屋外でのイベント開催が可能な「おのえひろば」は子どもの遊び場としての利用に
加えて、キッチンカーの寄付きや平川サガリのBBQなど食にまつわるイベント、ク
ラフト作家さんを集めたマルシェ、図書館と連動した屋外読書イベントなど様々な
利用が可能です。 

平川市周辺には小さな規模でクラフトや食などものづくりをしている作家や、まだ
見ぬこれからの作家がたくさんいます。チャレンジのクラでは、月貸し・時間貸し
・部屋貸し・棚貸しなど多様で柔軟な形態のリーシングで支援を行い、彼らの次の
ステップへとつなげます。
多様なニーズが集まる図書館や子育て支援の分野では、地域で先行して活動してい
る人材（読み聞かせや遊び場づくりなど）を中心にニーズを集め市民サポーターと
ともに柔軟な企画や運営を進め、地域のみんなで図書館と子育てを支え合う仕組み
づくりを行います。
建材には可能なかぎり特殊なものを避けて汎用品を採用し、更新時の負担が少なく
なるように配慮します。機能更新される空調設備には高効率設備を積極的に導入す
る他、LED照明や節水型トイレなど維持管理コストを抑えながら環境への配慮が可
能な設備計画とします。

電子案内

点字ブロック

デジタルサイネージ 車椅子の高さに
配慮したカウンター

色彩の多様性に配慮したわかりやすいサイン計画

≪施設全体の評価≫  ①尾上分庁舎利活用 基本ポリシー及びコンセプ ト」を理解し、複合施設としての交流や相乗効果による利用価値創造について工夫された提案がされているか。

②施設内における配置及びフロア構成、各機能のゾ ーニングについて工夫されているか。 ③多様なニーズを持ったすべての利用者が利用しやすい施設の提案について ④利用者やスタッフ動線及び視界について ⑤自然を活かした平川市のまちづくりと調和し生涯学習センター及び尾上図書館の利用と連携する提案について

尾上地区に古くから残る農家の蔵と庭園
～全ての世代が気軽に利用し共存できる場所、それを地元ならではの視点でかたちにしていきます～

現代の「クラ」と「ツボ」がつくる多様性

人と人の交流と創発を生むゾーニング 多様なニーズに応える開かれた場づくり 利用者の欲しいところに手が届くプランニング

平川市には現在、歴史の営みが宿る約330棟もの農家蔵が現存し
ています。農作物の貯蔵や家宝を収めるために使用され、「蔵を
建てたら一人前」と言われるほど、財力のアピールとなっていま
した。わざわざ人目につく道路沿いに蔵が多く建てられたのは、
その名残からです。また、昭和30年代後半、尾上地区の農家の人
達は、厳しい農作業の束の間の憩いの場として自宅の敷地内に庭
園（つぼ）を作りました。現代でも当時の美しく、壮観な佇まい
の「つぼ」は残り続け、農家のオアシスとして存在しています。

平川市に古くから残る原風景をヒントに計画をします

誰にでも優しいバリアフリーな施設

・快適な読書環境のためタスクアンビエント照明を基本とした計画とします。
・視線の抜ける明るい事務室とし、職員の労働環境にも配慮します。

高齢者への配慮

妊婦さんや子育て世代に優しい環境づくり

車椅子利用者への配慮

・1階から3階まで段差のない大きなワンルームの計画とします。
・緩やかな階段とし、全ての床を滑りにくい素材で仕上げます。
・休憩や読書のためのベンチ、手摺りをフロア毎に適切に配置します。
・市役所事務所は担当課が分かりやすいよう大きなサインで誘導します。

・授乳やおむつ交換ができる部屋を各フロアに配置します。
・外部空間や階段部分には落下防止対策を施します。
・必要に応じて、現在のトイレの和式便所を洋式便所に変更します。

職員やその他の人への配慮

・建物にすぐ入れる位置に車椅子用の駐車スペースを確保します。
・書架の間隔を広くし、ゆったりとした通路幅を確保します。
・本に手が届きやすいように、書架の高さは1200mm程度とします。

　「蔵」→「クラ：専門領域が蓄積した空間」

つぼ

農家蔵 　「庭園」→「ツボ：自由に利用可能な市民の憩いの場」

現代の「クラ」と「ツボ」が平面的に混在することで、
多様な関係性と居場所をつくることが可能です。

屋台のクラ

料理のクラ視線の通りがよい開架とツボ

クラツボ

ひらかわらうんじ
サイレントルーム使用イメージ

・3階は深く物を議論したり考える
　ためのフロアです。

尾上地区のエリア全体の楽しさを向上させていきます
階層があがるごとに賑わいが生みにくくなる難しさを解消する
空間操作をします。吹き抜けを設けることで断面的なつながり
や一体感を生み出します。

・１階は開架書架と多目的なクラ
　が並ぶ、賑わいや情報・知識へ
　アクセスできるフロアです。

断面的な繋がりを生む吹き抜け空間

チャレンジのクラ

絵本のクラ

 <1階>

吹抜

吹抜

 :市役所事務室
 :図書＋チャレンジショップ
 :料理や創作の場所
 :休憩やカフェスペース

 <2階平面イメージ>

 <3階平面イメージ>

 <2階>
 :親子の集いスペース
 :親子テラス

・2階は子ども・子育て世代向けの
　親子の集いのフロアです。

議場の活用：福智町「ふくちのち」

親子の集い

テラス

 :休憩スペース

 <3階>
 :サイレントルーム
 :専門図書スペース

 :休憩スペース

テラス

 :コワーキングスペース

・誰でも簡単に情報に触れられる
　ように図書館の貴重資料などを
　デジタルアーカイブ化しオープ
　ンデータ化していく仕組みを考
　えます。
・多言語対応など文化・情報面で
　のバリアフリーの実施。
　自動音声システムや、デジタル　
　サイネージ式インターフォン等　
　のICT化されたユニバーサルデ
　ザインの導入を検討します。

市役所
事務室

休憩 カフェ

図書＋
チャレンジ

広場

料理

創作

 <1階平面イメージ>

N

出入口
人の流れ

 <視線の抜けイメージ>

市役所
事務室

 <1階平面イメージ>

N

おのえひろば

図書館
事務室

セキュリティライン

周囲が
見渡せる

・吹き抜けを新しく設けることで、断面的に空間をつなげます。
　1階から3階まで緩やかにつながりながら、連続することで
　利用者の各階までの動線が明快になると共に、空間的な広が
　りを感じることができます。

 <クラの例>

 <ツボの例>

新しい情報や知識に出会う。
新しいチャレンジに出会う。
ワクワクする体験をする。

みんなで集まっておしゃべり。
1時間だけ勉強していこう。

<配置図イメージ：1/2000>
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停車スペース
8台

スケートボード
のツボ
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コワー
キング

連携

連携

平川市の恵まれた自然や周辺の名所スポットなどと連携した企
画を実現し、この場所を中心にエリア全体の楽しさを向上させ
ていきます。屋外の大きな”おのえひろば”では、まちなかキャ
ンプ、屋外でのクラフトマルシェや平川サガリを使ったBBQな
ど、すでにコンテンツとして定着しつつあるものをサポートし
より幅広い市民向けのイベントとして開催します。また、ウッ
ディクラフト室（提案対象外）と連携して施設サインづくりW
Sを行うなど、クッキング室や多目的ホールを含む既存機能を
使いたおす連携プログラムの企画と実施を行います。

キッチンカー

おのえひろば

マルシェ

BBQ 屋外読書イベント

クラ <次のステップへ><チャレンジのクラ><市民サポーター> <ニーズを集める>

クラフトのお店をやりたい！

りんごジュースを売りたい！
持ち寄り図書の企画をしたい！

子育て情報がほしい！
自分の店を持ちたい！

マルシェに出店してみよう！
本と珈琲のイベントをやろう！

おのえひろばでイベントを企画

こんな人
がいるよ

・利用者、管理者両方に使いや
　すく明快な機能配置とするた
　め、1階南側に庁舎機能を置
　くことで夜間休日のセキュリ
　ティラインを確保します。
　また新たに1階北側に出入口
　を設け「おのえひろば」との
　連携を図ります。
・図書館の開架エリアは書架の
　高さを下げ視線を通すことで
　利用者の多目的な交流を促し、
　管理の利便性を高めるとする
　プランニングとします。

様式第15号
技術提案書（技術提案説明書）



料理のクラ 風除室
図書館
事務室

閉架
書庫

チャレンジ
のクラ

チャレンジ
のクラ

憩いのツボ

階段カフェ
のツボ

厨房

尾上総合支所
事務室 風除室

知識のクラ

螺旋階段

おのえひろば

閲覧のツボ
創作のクラ

チャレンジ
のクラ

防音のクラ

知識のクラ子どものツボ

一般書架のツボ

スケートボードのツボ 平川市

黒石市弘前市

大鰐町
CircleORANDO

from O

情報
発信する

体験する

尾上に来てもらう

場所づくり
仕組みづくり まち育て

ひと育て

子育てのクラ

遊びのクラ

親子のツボ

絵本のクラ

児童書架のツボ

アスレチック
書架のツボ

親子テラス

階段カフェ
のツボ

相談のクラ吹抜

螺旋階段

階段

料理のクラ 1-8

■知識のクラは、尾上地区
　の歴史や郷土、農業など
　の専門的な情報を地域の
　貴重な資源と捉え、誰で
　もアクセスできる情報の
　入口とします。情報をデ
　ジタル（ ウェブサイト ）
　とアナログ（ 実物展示 ）
　によるハイブリットな空
   間として実現します。

知識のクラ

農業ライブラリー

1-1

■みんなのクラは議場跡を
　活用した、1人で静かに
　読書や学習するためのサ
　イレントルームです。
　元の空間を活かして、企
　画に応じて上映会や講演
　会、プラネタリウムなど
　様々な用途に使える空間
　にもなります。

「クラ」と「ツボ」の関係がつくる、全ての世代が気軽に利用し、共存できる居場所
②新しい「憩い・遊び・学び」の場所として、市民の暮らしを充実させられるような新しい尾上図書館の提案について

④子どもや親子が集える場所として子どもたちの発 育・発達状況に応じて安全に遊べる空間の提案

③飲食事業者によるチャレンジショップスペースについてコンセプトに沿った提案

≪施設内の各設備についての評価≫①尾上分庁舎利活用 基本ポリシー及びコンセプ ト」を理解し、それらを実現できる提案

階段カフェ
眺望テラス

私たちは尾上地区のもつ多様な環境や歴史、人、モノ、コトその
ものが空間に表出する姿を提案します。この場所で活動する市民
の姿を、現代の「クラ」と「ツボ」で受け入れ、その多様性によ
ってこの施設が市民の交流の中心となり、未来まで継承していく
姿を目指します。

≪その他≫①持続可能な管理運営上の仕組みや地域コミュニティの視点などの提案 ②外構空間について、施設部分の提案内容に合わせた有効かつ具体的な提案がされているか

食ラボひらかわ

平川市で飲食やシードル
事業を行う水口清人さん空き家を

探したい
   DIY
するなら?

設計チームがサポート

構造は
大丈夫？

階段カフェのツボ

憩いのツボ

・「おのえワクワク会議」は施設活用の話し合いだけでな
　く、場所や仕組みづくりを通して、将来的に継続してま
　ち育てに関わる人材を育てる拠点と考えています。
　地域の高校生や大学生を会議に加え、住んでワクワクす
　る居場所を未来につないでいきます。

・平川市周辺の地域で、地域づくりやまち育て活動をして
　いる施設と連携します。情報の交換や施設同士で連携し
　たイベントなどを企画し、中南地域を中心に発信してい
　きます。さらにこの施設から発信や活動を続け、将来的
　に青森県全体が活性化していくビジョンを描きます。

■創作のクラは、レーザー
　カッターや3Dプリンタ
　ーなど最新の機器で自分
　自身のアイディアを形に
　する場所です。機器の使
　い方も講習会を設けるこ
　とで、1人でも使えるよ
　うになります。3階のウ
　ッディクラフト室と連携
　しながら活用します。

■憩いのツボは、世代を問
　わずに誰でも集まれる場
　所です。尾上総合支所へ
　立ち寄ったついでに、コ 
　ーヒーを買って休憩した
　り、簡単な打ち合わせな
　どに利用できるコーナー
　です。また、地元ならで
　はのディープな観光情報
　コーナーを設けます。

■平川市や周辺の地域で活
　躍する方達のサポートに
　より、学校ではできない
　ワクワクする体験を提供
　します。親子で楽しく成
　長する機会を設けます。

■閲覧のツボは、雑談も可
　能な活動的な場所です。
　電源とwifiを完備し、読
　書や軽作業などができる
　ようにします。騒がしさ
　を許容する空間とするこ
　とで、様々な人が集まり
　出会いや情報交換が生ま
　れる場所となります。

■防音のクラは、映像撮影
　や、飲食事業者の商品撮
　影スタジオとして利用で
　きます。照明機材やスク
　リーンなどもレンタルが
　できるようにします。
　また、軽音楽のバンド練
　習など大きな音も出せる
　ような仕様として整備し
　ます。

■遊びのクラは子ども達が
　自由に走り回れる空間で
　す。定期的に運動あそび
　教室、マタニティヨガ教
　室、読み聞かせ会なども
　開催します。
　自然素材で内部を仕上げ
　子どもの健やかな成長を
　促す空間にもなります。

私達は棚
3つ欲しい

■階段カフェの利用者を対
　象に、スタートアップ支
　援からシェアキッチンの
　運営方法まで「おのえワ
　クワク会議」を通してサ
　ポートします。

■1階の各所に設けられた
　チャレンジのクラは、棚
　等で作り出店者の要望に
　対応できるようにします。
　可変性のあるクラとして
　デザインし、組み合わせ
　によって大きさが調整可
　能です。

■1階の料理のクラでは、
　クッキーの講習会や、
　料理教室などが開催さ
　れ、これからチャレン
　ジ出店する方がより美
　味しいものを提供でき
　るようサポートします。

■「食ラボひらかわ」と連
　携して、食ラボで加工し
　たものをチャレンジのク
　ラで販売もできるような
　仕組みを考えます。また
　料理のクラで作れない加
　工品は食ラボの利用を促
　します。

■出店者の認知度アップの
　ためのSNS拡散や広報活
　動などを、「おのえワク
　ワク会議」を通してサポ
　ートします。チャレンジ
　をサポートする仕組みを
　作ります。

■平川市で先進的な取り
　組みをする経営者を、
「おのえワクワク会議」
　のメンバーに加え、不　
　安や悩みを共有しても
　らい、経営全般の相談
　ができる場を設けます。

■チャレンジが成功し、
　自分の店を持ちたいと
　考える事業者が現れた
　際には、設計チームが
　共同し、空き家の改修
　相談、DIYのアドバイ
　スなど継続的なサポー
　トを行います。

認知度アップのために
みんなで頑張ろう！

■絵本のクラは本棚で囲ま
　れた空間です。子ども達
　が落ち着いて絵本を読め
　る小さな場所や友達とコ
　ミュニケーションをとり
　ながら本を読める少し大
　きな場所を設けます。
　大人が見守りやすいよう
　棚の高さを低く抑えます。

■平川市内で子ども遊び体
　験事業や、猿賀公園での
　イベントなどの地域活性
　活動を行なっている「h
　&fプラス」の皆さんと連
　携し、地域に住む子育て
　世代や子ども達の潜在的
　なニーズを掘り起こし、
　設計に反映します。

地元団体と連携

■子育てのクラは離乳食教
　室、親子サロンや、パパ
　・ママスクールなどに利
　用できる個室です。
　相談のクラは、個別に相
　談員さんと子育ての悩み
　などのお話しができるプ
　ライベートな空間です。

■親子のツボは子ども達を　
　安心して見守りながら、　
　保護者同士の交流ができ　
　る場所です。遊びのクラ　
　と絵本のクラの両方が見　
　渡せるよう、椅子やテー　
　ブルを配置します。
　子どもとお絵描きや折り　
　紙などの遊びも可能です。

■アスレチックのツボは遊
　具と書架スペースが一体
　化した空間です。本棚の
　迷路やネット遊具などが
　あり、子どもの好奇心や
　挑戦心を刺激するような
　大小さまざまなスペース
　と仕掛けを設けます。

関わってくれる地域の人

創作のクラ 1-2 1-3 閲覧のツボ 1-4 防音のクラ 1-5 みんなのクラ 3-1

3-1

3-2

マルチのクラ 3-2

1-6 チャレンジのクラ 1-7

1-7

食ラボとの連携 継続的なサポート

運動遊び
(佐藤先生)

クラフトWS
(モールおじさん)

　溶接体験
 （長谷川鉄工）

子どもダンス教室
　(Shoei先生)

遊びのクラ 2-1

2-1

絵本のクラ 2-2

2-2 2-3

アスレチック
　　　　　のツボ

2-3 子育てのクラ 2-4
相談のクラ

親子のツボ 2-5

2-4

2-4

2-5

チャレンジのクラ

私は棚1つ
で十分！

オシャレ
にしたい

・SNSでの発信を積極的に行い、尾上地区に訪れる「き
　っかけづくり」をしていきます。尾上地区やこの施設で
　の体験を通し、訪れた方に、さらに情報発信と拡散をし
　てもらうことで情報の「循環」が生まれ、各世代に認知
　してもらえる拠点の施設をつくります。

マルチのクラ

みんなのクラ

専門性のツボ

吹抜

田園眺望
テラス

1-1

1-2

1-4

1-3

1-5

1-6

1-8

・施設の北側に大きく設けた「おのえひろば」
　は子どもの自由な遊び場としての利用に加え
　て、様々な活動に活用できる受け皿のような
　空間です。
・「おのえひろば」に対し、広場に開けた大き
　な開口部を作ります。豊かな自然を見ながら
　読書や作業ができるようにし、1階の「閲覧
　のツボ」と連携し自由に行き来できるように
　します。
・施設の南側のロータリーには「スケートボー
　ドのツボ」を設け、若者が健康的に体を動か
　せるような場所とします。
・施設のエントランス部分には、この施設のシ
　ンボルとなるような象徴的なサインを設置し、
　訪れる人を迎える施設の顔として計画します。

ウッディ
クラフト室

キルト室

クッキング室

<配置図イメージ：1/2000>

 <1階平面イメージ>

 <2階平面イメージ>

 <3階,4階平面イメージ>

料理のクラの補助
機能として連携

創作のクラの補助
機能として連携

アレンジメント室

・低層階(賑わい)から上層階(静か)
　へと音のゾーニングを計画します。

■音環境のゾーニング

1F

2F

3F 　静か

　賑わい

吹抜
ランタン

おのえひろばイメージ

閲覧のツボと連携

スケボーのツボイメージ

■マルチのクラはコワーキ
　ングオフィスやレンタル
　スペースとして利用でき
　ます。テレワークの方が
　ドロップインで利用する
　ことが可能です。専門性
　が必要な問題が発生した
　際は、すぐに専門図書コ
　ーナー（専門性のツボ)
　で調べることが可能です。

様式第15号


